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ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

燃料高騰 アイドリング時間を短く、省燃費運転

～見落とすな 歩行者・自転車、巻き込み注意～
進行方向をよく視る

確認してから、ハンドル操作

《スピードを落して走行しましょう》
○ 直線道路、交通量が少ない・・など、ついスピードが出ていませんか？
○ 積載量や積み荷の片寄り、スピードの状況によって、車体のコントロールがむずかしい
○ スピードが上がると視野が狭くなり、状況判断が困難になります
○ 安全なスピードで走行してください

※ バック確認OK
※ 交差点確認OK
※ 積み降ろし確認OK

※ 「見落とし」を、無くせば･･･「事故は無くなる」
※ 「だろう運転」から「かもしれない運転」を心掛けましょう

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

信号交差点 右折車と直進車が衝突
右折の軽乗用車が横転 運転手が病院に搬送
◇信号変わり目 対向の直進車が ･･･止まらず､来る『かもしれない』 ◇

２０２２／６／６（月） １９：２１
６日午前１０時２５分ごろ、三重県の信号のある国道の交差点で、右折しようとした軽乗用車と直進してきた軽乗

用車が衝突しました。事故のはずみで右折しようとしていた軽乗用車が横転し、運転手が病院に搬送されました
が、けがの程度は軽いということです。警察は、双方の運転手から話を聴くなどして調べています。

整備不良や不正改造が見つかった車も
国道で“抜き打ち”の街頭車両点検

２０２２／６／３（金） １３：４０
不正改造や整備不良の車を抜き打ちで調査する街頭車両点検が２日、１年８カ月ぶりに行われました。この点

検は石川運輸支局などが年に２回行っていましたが、新型コロナの影響で２０２０年１０月以来の実施となりま
した。２日は国道のパーキングエリアに協力する自動車整備士などおよそ５０人が集まり、誘導した車に整備不
良がないかや違法なガラスフィルムがつけられていないか等をチェックしました。今回は２９４台を点検し、こ
のうち８台に整備不良や不正改造が見つかったということです。

車の停止率が上がる
横断歩道 “大人も手を上げよう”

２０２２／６／１（水） １４：５０
子どもだけでなく、大人も手を上げて横断歩道を渡り、交通事故を減らそうという取り組みが始まりました。

県警がきょうスタートしたのは「大人も手を上げよう」運動です。四国中央警察署では、運動に協力するＰＴＡ
や製紙会社など２６団体３０人に委嘱状が交付されました。そして、市内の道路に移動し、実際に手を上げて横
断歩道を渡りました。県警によりますと、信号機のない横断歩道での車の停止率は、歩行者が手を上げた場合は
７２．０％、手を上げなかった場合は４３．９％だったということです。ある参加者は「手を上げることで、運転者に渡
るという意思が明確に伝わって、すごくいい取り組みだと思いました」と話していました。県警は今年度、県内
全域で「大人も手を上げよう」運動を進めます。


